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会
派
の
意
見

６
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

　

６
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
と
し
て
、
社
会
福
祉
等
の
充
実
、

街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実
、
農
業
振
興
、
災
害
復

旧
な
ど
の
、
約
13
億
６
７
０
０
万
円
の

増
額
補
正
予
算
案
お
よ
び
各
議
案
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
物
価
高
騰
や
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
進
行
、
財
政
問
題
な
ど
、
本

市
を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
生
活

に
真
に
必
要
な
施
策
へ
の
重
点
的
配
分

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
会
派
は
、
防
災
・
減
災
対
策
や
子

育
て
支
援
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
施
策
に
つ

い
て
は
着
実
に
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、

一
方
で
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
費
用

対
効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
将
来
世
代

に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
持
続
可
能

な
財
政
運
営
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

個
人
質
問
に
は
、
６
人
が
登
壇
し
、

　

神
岡
議
員
は
質
問
の
際
、
議
長
に

「
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
の
設
置
を
求
め
、
実
現
に
至

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
消
防
の
広
域

化
に
関
し
、
詳
細
な
調
査
研
究
を
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
広
域
化

に
よ
り
本
市
の
消
防
力
の
低
下
や
過
大

な
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
の
安
全
を
担
保

す
る
た
め
に
熟
議
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
に
向
け
標
準
授

業
時
数
の
削
減
及
び
内
容
の
精
選
を
求

め
る
意
見
書
は
、
13
対
18
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
43
年
に
標
準
授
業
時
数

を
国
が
設
定
し
て
以
来
、
時
数
と
内
容

が
過
多
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
６
時

間
授
業
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生

た
ち
に
は
過
度
な
負
担
で
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
遊
ぶ
時
間
を
、
先
生
た
ち
に

は
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
教
育
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

市
長
に
中
東
情
勢
の
影
響
か
ら
地
域
経

済
と
暮
ら
し
を
守
る
緊
急
対
策
を
要
望

　

６
月
議
会
で
は
、
生
活
保
護
基
準
引

き
下
げ
を
違
法
と
し
た
最
高
裁
判
決
を

市
役
所
の
窓
口
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

本
市
は
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営
や

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
令
和
９

年
の
本
格
運
用
を
目
指
し
、
７
月
１
日

か
ら
１
年
間
程
度
、
市
役
所
本
庁
舎
、

第
二
庁
舎
、
た
か
じ
ょ
う
庁
舎
、
総
合

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
上
下
水
道

局
本
庁
舎
の
開
庁
時
間
を
試
行
的
に
、

「
９
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で
」
75
分
間

短
縮
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
業

務
変
更
で
創
出
さ
れ
た
時
間
や
財
源
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

時
間
外
勤
務
短
縮
に
加
え
、
職
員
同
士

の
情
報
共
有
や
政
策
立
案
な
ど
公
務
能

率
向
上
に
つ
な
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
明
党
で
は
、
時
短
運
用
の
市
民
へ

の
適
切
な
周
知
に
合
わ
せ
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
さ
ら
な
る
満
足
度
向
上
の
た
め

ぼ
っ
た
く
り
防
止
条
例
の
制
定
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
、
人
口
減
少
時
代
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
戦

略
な
ど
、
市
政
の
抱
え
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応

や
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
な

ど
に
関
す
る
補
正
予
算
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
も
、
市
民
生
活
を
守
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
予
算
議

案
お
よ
び
関
係
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
８
月
に
実
施
さ
れ
た
生
活

扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
が
最
高
裁
に
お

い
て
違
法
の
判
断
と
な
り
、
年
内
に
も

差
額
分
の
追
加
支
給
が
さ
れ
る
こ
と
に
。

ま
さ
に
干
天
の
慈
雨
。
ま
た
、
食
料
消

費
税
率
１
％
が
審
議
中
。
市
民
生
活
安

定
に
向
け
た
こ
ち
ら
の
行
く
末
は
。 

に
ご
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
「
市
民
の

声
」
を
生
か
し
た
実
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

オ
ー
テ
ピ
ア
地
下
駐
車
場

　

３
月
か
ら
使
用
停
止
に
な
っ
て
い
る
。

技
研
の
最
新
技
術
と
し
て
鳴
り
物
入
り

で
導
入
さ
れ
た
が
、
故
障
が
相
次
ぐ
。

こ
れ
以
上
修
復
に
時
間
が
か
か
る
の
な

ら
何
ら
か
の
補
償
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
。

受
け
、
約
１
万
４
８
０
０
世
帯
に
追
加

給
付
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
特
に

申
し
出
が
必
要
な
廃
止
世
帯
や
Ｄ
Ⅴ
被

害
者
な
ど
に
十
分
な
周
知
と
丁
寧
な
支

援
を
行
い
、
早
急
に
全
て
の
対
象
者
へ

の
給
付
を
求
め
、
賛
成
し
ま
し
た
。

　

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
融
資
の
保

証
料
を
拡
充
す
る
補
正
予
算
は
、
会
派

と
し
て
緊
急
要
望
し
た
中
東
情
勢
の
影

響
に
苦
し
む
事
業
者
を
支
援
す
る
事
業

で
あ
り
、
賛
成
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
「
非
核
三
原
則
の
堅
持
」
、

「
県
民
体
育
館
再
整
備
計
画
見
直
し
、

再
検
討
」
な
ど
を
提
出
し
ま
し
た
。

さ
き
が
け
高
知

参
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公
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党


